コ□ナ密閱式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使って上手に節約 


FF-450GY • FF-370GY 



このたぴは、コ□ナ5ミ由ス I ブをお買いあげ 
し、ただき、 まことにあ0カタとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちか’い 
つでち見られる所に「保証書 J と巧に大切にイ呆 
管しでください。 - 



田特にま意しでいたださたいこと 

(まをのために必すお守りください) 一1 〜 2 


* 口巧の廃棄についで- 2 

曰使巧する場巧- 3 

回含部のなまえ- 3〜4 

□ 使巧前の準備-4〜5 

回使巧方法- 6〜ら 

回 まを装置 - 8 

百その他の装置- 8 

回 日常の点検.手入れ - 9-10 

回 定期点検 - - -10 

巧] 故障•異常の見分け方と処置方法 -11 

ED 部品交換のしかた-11 

旧 保管（長期間使巧しない場合） -12 

旧 化様 一-12 〜 13 

旧 ァフター サー ビス -13 

西据巧け- -14 






















給油時消火 




給油は、必す消义しでか ra 

らおこなつでください。 M 1 

こ ぼれたの■巧はよくふき 
巧つでください。义おのおそれか’あります C 


'活巧は、 
.消义をし 



分辭修理の禁止 

な障-破損したら、使用し ^ 

ないでください。 CI 

不完をな修理は、危陵です 。む 
お買い求めの販売应に修理を依頼しで<ださい t 




么注意 (CAUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 


力-テンゃ燃ぇゃすぃちの 

さ鬻発をするぉそれびぁ爾 

可燃物との離隔距離につい ^ I • 

では、標華据巧國 ( r ^ 14ページ)を参照しでください。 


電源コードを傷めない 


霉源コードに無理な力を加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグ 
を抜くとさは、コードを待つ 
で引き巧かないでください。 
义がや感電の原因になります。 



0 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風の出□や 
空気取入□をふさがないでく 
ださい。 

巧類、紙などでぶ、さぐと、火 
おの原因になります。 



0 


么警告 (WARNING) 


給排気筒僧-ホース)がれ盾険 


給排気筒（管-ホス）が列れ 
たままを巧しないでください。 
外れでいると違提中に排ガスび 
室巧に漏れで、危おです。 


〇 


給排気筒トップ聞そく危険 


接排気商トップの周りび雪でふ 
さびれたまま使用しないでくだ 
さい。ふさびれでいるときは、 
除雪しでください。 

巧そくしでいると運極中にが乃 
スが室のに漏れで、危おです。 


視 


〇 


A 危険 ( DANGER ) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使巧しないでくだをい。 
火災の原国になります。 


この取あ説明書および製品への表示では、聲品を安全に正しくお使いいただ苦、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示をしでいます。その表をと意巧は次のよラになっています。内容 
をよく理解しでから本でをお読みください。 


A 危険 

全警是 

A 注意 


この表示をお視しで、誤った取0扱い 
をずると、人び死亡、重傷を負ラ危検 
または义巧の危険び差し迫っでをじる 
ことが想定されるの容を示しでいます。 

この表おを無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ巧能 
性または义巧の巧能性び想定される巧 
客を示しでいます。_ 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷養を負ラ可能性や校） 
的損害の発をか‘想定されるの客を示し 
でいます。 


As 


給表ちの例 

A 記号はま意を促ず內客があることを告げるちのです。 
國の中に真が的なを意巧客(.を図の援さは一おのな;ま 
意)び描かれでいまず。 

, * • , . . • • • 

〇記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止巧客（を図の場合はガソ 

リン禁止）び描かれでいます。 

•' ' ' .... 

〇記号は巧為を指示するの客を普げるちめです。 

図のをに具体的な指示构客:（左図の場さは一般的な巧 
為の指示).び括かれでいます。 


こま意してりただまたりこと麽をのためにおずあ守りくださし、) 
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お願い (NOTIGE) 


口油の廃棄 

巧油の廃囊処分は、な油をお買い求めになった販売店に 
ごホ目談ください。 


指や異物を入れない 

温風の出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。 

けびや义おの原因になります。 


0 


変質な油禁止 

変質の■ミ曲（持ち越したの■巧)、不純阿油（なミ由な列 
の油•水•ごみが混入したな巧など）を使用しない 
でください。異常燃焼や巧障のおそれびあります。 


0 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、 

な油や可燃物など引乂の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

乂災のおそれびあります。 



据付け上の注意 A 

♦お客自孰こよる I劃ま讓材。 

据巧け工事や移設工事は、赵すお買い求めの 
販売盾に巧頼しでください。 

参ストーブおよび給排気筒の据付けについでは火災予防 
ま例、石油燃焼機器の設置薑準による規制か’ありますな 
で、これにがつで据付けでください。 

参スIブの固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
で < ださい。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰を力、けたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーフ•び変 
おすることびあります。 

また、水か’巧部に入ると、感電、义が、故障の 
原因になります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、スI 
ブ本体や給排気筒には巧暖房巧の熱交換器など 
を取りがけないで < ださい。 

义がや排方スか’室のに漏れる原因となり危険です。 


0 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使巧しないときは、雲源プラグを抜いで 
ください。 

义災やす想しない養巧の原因じな0ます。 


€ 

0 


電源の接続 

♦逗源は適正配線された単相100VのコンじントI X. 
むがは使巧しないでくださレ。 

発熱-発义の原困になります4 
垂鸾源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧. 
他の電気器具とのタコを配線をしないでください。 
発熱-発乂の原因になります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントじ根元 
まで植実に差しこんでください。 お 

(また、傷んだプラブやゆるんだ ぶ^ 

コンたントは使巧しないでくだ ぞ^ 

さい。） 一 

义がの原西になります。 

めれた寺での抜含是しはしないでくださし、。 
感覃の原因じなりまず。 

靈源プラグのお手入れをずる 

とぎどきは電源プラグを巧き、ほこり(および 
金属物)をお去しでください。 

(ほこりか’たまると湿気などで絶縁不良になり） 
火ぶの原因になります。 


〇 


〇 


高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、温風吹 
出口、給排気筒トップにまな 
どふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


齡 




•ルさいお导様のいるご家庭では、特にを意しでください C 


ま意 (CAUTION) 


油漏れ確認 

給油□は確実に締めでください。 

給油□を下にして、巧漏れか’ないこ 
とを確かめで < ださい。 

給油□か’確実に締まっていないと簡 
単に開いで、义災の原因[こなります。 

異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使巧し^ 
ないで < ださい。 

異常燃烧のおそれびあります。 
すみやかに運おスイツチを「厚止 J 
にしでください。 


〇 


ちれを確認！ 





温風に直接あたらない 

温風に直類剛ちたらない 

な温^けど^脱か症状になる 

おそれ力《あります。 又 〇©~ 

• 特にお牙様やお年書り、体の不白由なちび使われるときは、 
周囲の人が十分を意しでください。' 

•巧類などを乾燥した層含、素おによってぼ色をせするごと 

びあります。 ....；：：■；.' 


〇 


巧いり 
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水管つ異 
兩ないと 
、にとる 
気巧だを 
义揚な用 
、たン使 
はけリで 
巧さソつ 
5をガ誤 















園使用ずる場所 


•マントル ピースなど 
には据巧けないでく 
ださい。 


國 


参標高か’1日 00 m を超える高地では使用しないで < ださい。 
(空気の濃度か 11いため、燃焼に必雲な空気び不足します。 ) 
高地で使巧する揚さは 
調整か‘必要でず。 ノ J 

(詳_しくは、工事説明書 r ^ TT ^ v\J 

(高地で使巧の場合)を i £ e!：i 

ご覧ください。） l = J > 


♦温室、飼育室、乾燥 
室などでは絶対に使 
巧しないでください。 


0 r<^ 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

♦外気(こ接する窓の下や 
壁面に置くと、冷気が 
ストーブで暖められ、 
温風としで巧流します 
ので効果のです。 


温風の循環を巧げない もぶ 

参温風吹出□の前面に障害物を置かな \m ^ 

いでくださり。 - 

♦障害物があると、部屋の温度にむらび 
できるばかりでなく、本体の温度び： b . ; / 5じ耳ク 

昇しで危険です。 

♦温風吹出□測の空間を広くとれる場所を還んでください， 











































( 操備区-表示部） 


デジタル表示部 
現を時刻表示 


時計動巧コ □ ン - 
( 原 7 ぺージ） 


タイ7—たット時刻表示 
設定遍度•室內温度表示 


設定温度 L 室内温度 


時聯離 


I ■■■■11 I ■ - 一 • I 一 乂 I 

^ /ご1。「，つ nil 

网 / L 〇 U U 11 

.. . —»■ …" — - 


I —おはよラタイマーランプ 
(屆= 7 .8 ぺージ） 

おやすみタイマーランプ 
(原=7 .8 ぺージ） 


給油ランプー 
(c^ 5 ぺージ） 


電源ランプ - 

が 5 〜 8 ぺージ ) 


温度/時計/タイマー 
表をの換…な温度/時計 


< SE = I 1時お 
2時間 

タイマー運馬 


たーブ運転ランプ 
( 缺 6 ぺージ） 





おはよラおやすみ 



チャイルドた-ブ運転 
巧回巧し ）— • 


運を/停止 


切換スイッチ 
( 獻 7 ページ ) 


時刻調節ボタン 
( 厮 7 ぺージ） 
温度調節ボタン 
( 斬 6 ぺージ） 


おやすみタイ 7 — ボタン 
( 廊 7 ぺージ） 


運輯スイッチ 
が 6 . 7 ぺージ） 


おはよラタイマーボタン 
( 屆 = 7 ぺージ） じーブ運輯ボタン ( 屬 = 6 ぺージ ) 

( チヤイルド □ ツクボタン兼巧、 

\ 厮 8 ぺ_ジ ] 


圓使用前の準備 


，編岩 ■ — 

燃料はおす巧油 (J 旧 1 看な巧 ) を使巧しでください。 


• 「 A 危検 1 ガソリンなどの揮発性の高い巧はお巧に 
便巧しないで < ださい。乂災の原因になります。 

> |~ 成を意 1 変質な巧、不純な油などはお巧に使巧し 
ないでください。 


A ミま意 I 巧 ; 巧は必ず义気 . 雨か . ごみ.高温およ 
び直射日光をさけた場所に保管しでください。 

万ソリンなどと一経にお管しないでください。 

誤つで使用すると異常燃焼や义巧のおそれ力< あ0ます。 


変質な油 • 不純な油とは • 


0 

〇 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、忌をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつで < ださい。） 


〇满 

X 禮 

な油はめれたまま 

方ソリンはすぐ乾く 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
な巧 

0 

獲)錢 


容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
た巧な 


0 


水-ごみやな 
巧ながの巧び 
ほんのねすか 
でち混入した 
巧な 


長期間曰おに 
あたる巧や遍 
度の高い巧に 
保管した灯油 

0 

•極度に変質したちのは、黄を味がかったり、すっぱいにおリぴします。 
參必すな姓巧のポリタンクをお使いください。 

参な巧はシーブンやに使いさりましょラ。 




■ 変質 ' な油や不純 ! な油を使用ずると、 

. . 機器の故障の原因になりまず。 

•姐の程度にちよりますび、燃焼不良をおこし 
たり、ス h —ブの損傷を早め、故障の原因に 
なります。 

♦水やごみが送;巧経路のに流れこみ、.燃焼不良 
や着义不良の原因になります。 . 


I 変質打油や不純灯油を使用したときは … 

>給;'由,•固をタンク巧の灯;巧を抜ぎ、給油夕 
ンクはきれいなな巧で2〜3回託ってから 
使巧しでください。 

(悪い油び残っていると再発します。.).;;' . 

>悪いミをを抜きと っで ち効果のないときは、 
お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ごネ目談窓□にご運結ください。：: 


•変質巧油、不純な組び原因で惨理をの頼されたとさは、保証期間中でち保証の巧裏がとな0ます。 
参変質巧巧の処理でお困りの場をは、巧巧をお賣いずめの販売店にご相談ください。 


























給油 

給油の手順と注意 


1.タンク室/るたを開 
いで給巧タンクを 
取り出し、オーブン 
つまみを強< 弓 I い 
で、給な□を開し、 
て < ださい。 


⑤あける 


0^注意1給油は必す消义しでから火の気のないところでおこなつでください。火災のおそれびあります。 


2. 巧版の給巧ポンプな 
どを使巧し、巧 量 計 
を見ながら給巧しで 
ください。 

>な管容器巧の水やご 
みび、給油タンクに 
入らないよラにを意 
しでください。 



油び巧皇計まで 
入つでレない 


3. 巧 量 計のほぼ中巧まで巧び;^り 
ましたら、 給 巧をやめでくだちい。 

翁なミ化げ油量計のところまで入つで 
くると、黒色に蜜ねつでぎます。 

♦給油□に力を加えで変おさせま 
すと、巧磊れの原因になります 
ので、変おさせないでください。 

♦ 应珪意 I 输巧□は、確実に「パ 
チン J と音がするまで、図の位置 
を強<巧して締め、給油□を下に 
しで、巧漏れびないこと.を確かめ 
でください。 

•燃焼中はお巧に給迪タンクを取り 
出さないでください。 


4. 給油タンクはお巧□を下側に 
しでタンク室に爵かに入れ、 
かの固定タンクに正しくじッ 
卜しでくださし、。 

•空気の冷之たところで給油し、 
給油量びかない（半分な下） 
場合は、給溢□を開いたまま、 
しばらく室温じなじませてか 
らたットしでください。 

'すぐ忆ットすると、温度を化に' 
より給油タンクの (7^ 気び膨張 
するためな油わ廣常流出し' 固 
定タンクよりあ/をれることがあ 
0ます。 


控逆タンク 


力を加をる 


挂く巧す 






オイル 
フイルター 


固ちタンク 


物めで接油されるときは、璋ミ由タンクをたットしでから、送巧経路に灯油が満たされるまで4〜5が位かかります。' 
しばらく待って力、ら点乂操たしでください。 

>給ミ宙タンクは、でいねいに巧り扱ってください。 ‘ 

搞'店タンクをぶつけたり、客したりしで方一巧びちいたり変おしますと、においや乂おの原茵になります。; 


f 燃料切れのま意 

N 

2.ミミ*互'、ミ!? 2' 禮ミミ5ミ 輩 源--' tir - く 速し、点 減 > 

描巧フンブは旱いおおにをわ / i \ 

り、電寺アラームでおならせ 、 ， • 

します。同時にき D 消义し、 給油—、 lii '-- 〈速し、痛 減〉 

\ 電源フンプちおおします。 / !、、 

給なランプ•電源ランプは、 む，、々 /- スで/、 

運乾スィッチを巧しちどすま （({•，》 〈巧がつ-心 

1 .ご使苗中、給油タンク两のな逆 
びかなくなると、給巧ランプび 
点滅し、給油のザちをします。 

阜めに給油してください。 

電源 

給油--^ — 〈点滅〉 

1 

1 

\ 

\ 

自動消火； 

-- - J 


点乂前の準備と確認 

送油経路の点検 


給巧タンクや送巧營の接ち部などからミを漏れがなしげどうか確認しでください。 

• • • .. . . 

•巧漏れのあるとぎは、使巧を中止し、お買い求めの販売店にご相談ください。 


電源の接続 


FA を意 1 電源プラグ*コードの発熱.発义を防ぐために.. - , 

•電源プラグはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 

♦電源は必す適正配線された単相 100 V のコンたントをお巧しでくたさい。 

♦電源コードは、違中で接続したり延長コードの使巧，他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


ス I -ーブ周囲の確認 


。私注意 I ス I ブの上や同固に燃えやすいちのを置かないでください。 


給排気簡接続部の確認 


> 「么警告 j お排気筒(管-ホース）か’外れたまま使用しないでくださし、。 
がれでいると運転中に排ガスか‘室内に漏れで、危険です。 
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使用方法 


初めでご使巧になるときは、給巧タンクをたツトしでから4〜5分位待って、点乂操作をしでください。 


1 •運 乾スイッチを巧しでく 
ださい。 

♦電源ランプの点減と同時 
に、室の温度が表示され、 
気化筒の予熱を開始しま 
す。 


電療占.:. 
搶法占’ 


* 運馬/厚止. 


2•示熱び竞了ずると自動お义 
します。 

鲁点义と同時にラ、ノブち口 
電源ランプは 
点灯に変ねり電源四3 
ます。 ■ -1 


3.着义1分後からは、ルー 
ムサーモたンサーによ0 
温度調節のたット温度に 
>砲じで有動的に义力び切 
0をね0ます。 


•着乂時' 放電音と同時に着火音を発しますび異常ではありません。 

参 S ;' をガス化燃烧のため点乂操作を放電開始まで約3お(気化筒のを熱時間)かかり、その後約1分で巧流用送風機が回 
り、温風び出始めます。なお、ず熱時間は室温により多か変化します。 

参巧使巧時はストーブの防鐘';由や塗料なと•か•焼けるため、煙やにおいび出ることびあります。 

窓をあけて部屋の換気をしでください。 

♦送巧経路巧の空気だまりなどにより、1◎で着火しないことびあります。. 

このス I ブは、吉ス着火時に再度自動的に点火動がをおこないまず力<、それでち冨乂しない場含は' 点乂操作を 
2〜3回く 0かえしでください。 

•点火後約10巧間は、熱膨張のため、熱交換器などか‘かさな音を化すことがあります力く、異常ではありません。 

參が•気温か’低くなると、給排気筒の先端から遲続のに白煙か•出ることびあります。 

これは排乃ス中に含まれでいるが分び凝結しで水露気になるためで、異常燃焼による白煙で[まありません。 


室温の調節 


ス I ブ運転中は、 ルームサー モたン け一 により設定温廈じ脑じで自動的に火力び 切り 変わります。 

通度調節ボタン (▼低 II 高 ▲) を巧しでお望の設定温度にさわせでください。 _ _ 

• 分低 1 ボタンを1回巧ずと設定適度が1で下か•ります。 設定温度. 室内温度 


• ボタンを1◎巧すと設定温度び1で上昇します。 

♦ 夕 f 幻信▲つ ボタンを巧しっづけると、設定温度は遅続しで 
変わります。 

♦厚電か‘あった場含でち1が間巧の停電であれば、再じットする 
必要はありません。 

•ホたットの場含、設定温度は自動的に22でにじットされます。 

参設定湿度は、12でから30でまでの範面び亡ットできます。 


セ-ブ運乾 


設定温度 ま巧温度 

吕國：呵 

_ m / 時封/タイマー 

温度/時計贵節 

(時)^~~ ‘ >~~]し ^ 屢 T 

如ま1高 ▲) 


か乂方でち室温び上昇ずる場舍(気温の高いとき、日あたりの良し卿鼠は、じーブ運転をお選びください。 


チ17イルド 
□ツク 
(3 回巧し) 


I セーブ運乾のセット 
たーフ谨乾ボタンを巧しで<ださい。 

♦ t - ブ運転ランプび点なし、室温が設定温 
度より約3で上昇すると、自動のに消义 
化ーブ消义)し、設定温度まで下びると自 
動のに再点义しで、室湿を調節します。 


炎のが態 


参強燃焼•弱燃焼とち工場出荷時に燃焼状態を調節しであります。 
参炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄をいお(ホ乂)び混じ 
つでいでち異常ではありません。 


ホーブ 
わーブ運お 


可 


■セーブ運転の解除 
、ちラ1度たーブ種乾ボタンを巧 
^しでください。 =；ン選 I 

r 参た-ブ運転ランプが 

消! a しで通萬遲稳に Dte —ブ運弦 
をどります。 I -1 




違 振スイツチを押しちどしてくだちい。 

♦運輯ランプ•室の温度表示は消なしますび、燃焼巧-巧流巧送風磯は、燃焼室 
び帯却するまで運輯を継続しまず。 

♦約6分後に燃烧室か’ち却され、燃焼南.対流巧送風機か•自動的に障止します。 
•外化するときは、必ず消乂しでください。 

♦ r 么ま意 I 長期間使巧しない場合は、電源プラグをあいでください。 

:•消义をは本体の部び冷却するまで送風を継続します。 

参ス i ブに強い衝擊をちそて消义したり、電源プラグを巧いで消火することはしない 
:でください。 

参消义操作をは、义び消えでいることを確かめでください。 


電源 I 
給油 I 


運乾/停止 
^編 

















タイマーの便用方ぶ 
現在時刻合わは • タイマー時刻合わせ r 


1•時計調節の切換スイツチを〔時計舍せ〕または【タイ 7— 
させ]にします。 

•現を時刻をじツトずる前は、 円 : 円 を表示します。 
♦タイマー時刻をたツトする前は、白動的に AM 6:00 にじッ 
卜されでいまず。 


■ ____ 

2.時計調節巧タンの （Z 直]區互>を巧しで現を時刻または 
タイマー点义踪刻をセツトしでください。 

♦1 回押すごとに ( JMl は1時間、 E 2) は1が進みます。 

巧しつブけると表示は連続しで進みまず。 

♦ (▼時1ポタンで時刻含わせをしたときは AM - PM をまち 
か’えないよラにま意しでください。 


3 .切巧スイツチを〔時計〕の泣置にさわせでください。 

•時計動作コ□ンび点滅に変わり時計動巧を開始します。 



設定温度 室巧温度 

呵 ,] 。「，つ n 

函 I _ 1_\ 〇 I し,し, 

_ 湿 g / 時計/タィマー 

曹广温度/時計調窗 

T 惡 II —?-) 黃个 


時計さちタイ7—ちせ 

表ホ切換 


#巧 


♦必す時計動作コ□ンカ<点減することを確認しでください。； 

♦ 1分が巧の厚電であれば、再逼電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの胁要はありません。 

それな上の停電で、時刻表巧部か‘[三だ [3 を表示したら騰刻合わ世をおこなってくだすい。 

♦ 1分な巧の停電であれば、泻通電後をタイマーたット時刻は記憶されでいます。 

たツト時刻を変夏するとぎが》1•はタイマー時刻むットは不愛です， . 


時計動巧 
二!□ン 


おはよ弓タイマー 


■ストーブ惇止中か5のタイマーセット 

1•運賴 スイッチを押し 2 .おはよラタイマーボタンを押しで < ださい。 
でください。 •おはよラタイマーランプび点なしで、たット 

•ス I -- ブ遷乾をは 巧了で9。 

必要ありません。 . 参デジタル表示部におはよラタイマ ー t ット時刻 
f が表示され、おはよラタイマー運藍に入ります。 

ランプ活巧 I 鲁約5砂後に現を時刻表示にちどります。 

、、し’ •含ねせた時刻になると、たーブ運輯を開始します。 


1時間 
2時間 



参必ずタイマーのじツトを先におこなつでください。 


■おはよラタイマーの解除 

運輯スイツチを巧しをどしでください。 

参おはよラタイマーランプカ、•消なします。 


タイ7—運転 
おはよラおやすみ 

で 


ランプ消: 

=31時固[=コ 
_ 2 時間! =] 


♦外出時など、留守中【こ燃焼を開始するよラなタイ7—わットは絶巧しないでください。 


■おやすみタイマー運転のセット 〇1 時間 曰 

おやすみタイマーボタンを巧しでください。 2時間 d 

♦設定時間のおやずみタイマーランプび点阿し、設定時間経過後 タイマー運転 

自動消义し、同時にデジタル表示部は rgi ° 网 となります。 おはようおやすみ 

♦ 1回巧す — - 1時間運転後自動消义 仁 IF - c \^ 

■2 回巧す -一 2 時間運輕穫呂動消火 V 

(このとき運輯スイッチは、運乾が態のままじしでおいでください。） \ 

■おやずみタイマー運転の解除 

おやすみタイ7-ボタンを巧しで、おやすみタイマーランプを消なさせでください。 

•この状態で、おはよラタイマー運乾されでいない場合は燃焼か•継続しますので、消义 
するとをは還輯スイツチを巧しちどしでください。 


cn 1時間 ca 
2時間 d 
タイマー運転 
おはよラおやすみ 


ランプ点な 
電源四 


ランプ消な 
コ 1時間 c 
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おはよラタイマーとおやずみタイマーの同時運乾 


1ぶやすみタイマーをたットしでください。 （煩 =*7ぺージ) 
2•おはよラタイマーをたツトしでください。（原7ぺージ) 


^ 1時間 

電源巧 

2時間1=1 i 



参必すおやすみタイマーのじットを巧におこなつでく‘ださい。おはよラタイマーのじットを免におこないますと 
おやすみタイマーのたットをすることはできません。 


チャイルドロック 


お子様などによるいたずら操たの防止や、誤つで運乾スイッチを巧しでを点乂しないよラにする機能です。 

■チャイルドロックのセット しづ 

厚止かにチャイルド□ックボタン(たーブ僅琼ボタン兼巧)を3巧な巧に _ 

3回巧してしでください。 チサ ィルドた一つ 運転 


けヤイルド□ツクびたツトされ、デジタル表示部びに乙になります。 


□ツク 
(3 回巧し） 


■チャイルド□ックの 解除 

再度チャイルドロックボタンを3巧な巧に3回押しでしでください。 

•チャイルド□ックのじット中は、運馬スイッチを巧しでち点乂じません。 

通常還攝にちどす場ちは運乾スイッチを押しちどしでから、.チャイルド□ックの辭除をしてください。 




圓まま装置 


まを装置び作勤しで消义した場さは、ス1ブと园国の点巧.処置をおこなってください。 


処置をの点义操作は点义の頃にがってくださし、。 


( を全装置 

原因.作動結果 

処置方法 .^ ^ 

巧震白動消义装置 
(1 巧席示） 

♦地露(約霞度5な上)や強い窗發を客 
けたとぎは巧霞白動消义装宜か’巧動 
しで有動のに消火します。 

♦巧漂じよつで巧動した場合、周西の可燃物、穂器の損復、 

泌漏れ、給が気简のかれなど異常がないことをお顔しでか 
ら再な义しで < ださい。 

点乂まを装置 
燃焼制御装置 

(臣司表示 ’If 4 1表示) 

♦点火吉ス-途中消火をしたとぎに 
自動消火します。 

♦「日萬の点巧.串入れ-10ぺージ)をしでから点火 
操巧をしでください。処置しでち操0おしエラー表巧び出 
るとぎは、一宜達窗スイツチを r 巧比"こしで嚴売厘に運お 
しでください。 

停電まを装置 

♦惇鸾や蛮源ブラグがコン它ントから 
巧けたときは、すべでの運乾を厚止 
します。 

♦瞎鸾復帰(再逼電)をデジタル表示部にか•衷示され、. 
ストーブは違乾しません。 

再度点乂操巧をしでください。 

過熱防止装置 

〔安をサーモスタット〕 

,(表示部全消な） 

參温風空気取入□や温風の出。わ、•ほこ 
りなどでふさびれたり、ストーブ前 
面に障善物があるなどしで本体内部 
び超熱すると自劃的に消火しまず。 

♦温風空気取入□や温凰の出□の掃除をしでから再席乂しで 
ください。 . 10ページ） 

処置しでを操り返しエラー表示び出るとさは、一旦運転ス 
イツチを「停止」にしで販扉店に運結しでください。 


戀その他の装置 

r : te g ✓TV 々か 1 田 m /ム 


( 装置の名称 

原因-作動結果 

诞置方ま— -^ 

排気管抜け検知装置 

•排気管の接続部か’がれた 0 、排気管巧け検知 
巧リード線が邸線したときには、まま装置び 
巧動し、エラー表示日 1 をおし、自動のに 
消义します。 

排気管巧け検巧装置び作動しでいる場合は、. 

♦原因を調べ、処置を点火操巧をしでください。 

が気□キヤツブ 

。じ^^!® 

エラー表巧 1 fG 1 び出で点乂でさません。 

巧気菅巧け 1 

検巧巧リ-ド涼// 靴巧同 


参排冠曽抜け横巧装置にたよらす.、お即気筒や 
延長管をちに 1 度は点横しで.ください。 

排気管抜け検巧巧 1 」ード綜のゆるみまたは、がれ 
-描れびないか確認しでください。 

過電流防止装置 

( 15 アンペア） 

♦内部配線のシヨートにより過電流び流れたと 
ぎ、電流ヒュース’か’切れ、すべでの運乾を停 
止します。 

♦を'買いホめの販壳店に修理を巧頼しでください。 

室温異常上昇防止装置 
、 （rm 表/了） 

•部屋の温度か’ 50 でむ上になったときに自動 
的に消火します。 

♦窓をあけ、部屋の換氨をしでから、点火摄巧を 
おこなつでください。 

J 






























♦のぞき窓を外しでふく場含は、巧のよラにしでください。 

前八6ネルをがし、のぞき窓をとめでいるねじをはすしで、しめらせた 
巧でふさ取ってください。 

•ねじ部は常温になっでから外しでください。 

:.•ちとどおり、巧一にねじを綿がで固定しでください。_…- 

♦のぞさ窓を巧したときは、パツキンを新品と交扳しでください。 



♦固定タンクからオイルフイルターを取り出し、中のごみやほこりを除去 
しでから、されいなな;巧で洗浄しでください。 


♦洗浄後は、ちとどおりたットしでください。 

•絶対にかで洗わないでください。 

♦給油タンクの中に灯油び入っているのに、給油ランプが点滅し火び消え 
たときはオイルフイルターにごみやほこりびたまって巧の流れを悪くし 
でいます。ときどきオイルフイルターの掃除をしでください。 


オイルフイルター 


コム寺お 


されいなの巧 


•ときどき、オイルフィルターや固定タンク巧を点検してください。 

給油時などに混入したかやごみ力すオイルフィルターや固定タンクの底に 
たまるとことわ、’あります。 

オイルフィルターのま入れとともに固定タンクのま入れをしでくださし、。 

参オイルフイルターを取り出し、巧属のスポイトで固定タンク闪にたまって 
し、るごみや水を抜いでください。. 

♦こぼれたな巧はよくふき取つでください。 
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参 。 h 警告 I お排気筒(管’ホース)か’がれたまま使巧しないでください。 

が れでいう と運転中に排ガスび漏れで危険です。 

♦ FA 警告1 給が気筒トツプの周りが雪でぶさびれたまま使巧しないでください。ふさがれでいるときは、除雪 
しでください。閱そくしていると、運輯中にがガスむ《室内に漏れて危険です。 

参給が気筒およびトツプの圍囲に障書物か•置かれでいないか、ときどき点検しでください. 


♦ r 么ま意1 カーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。火災が発をするおそれびあります。 

♦ほこりや洁れをそのままにしでおきまずと、油びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

•ミをび漏れでし、たり、ミ由のたまり、ミをのにじみびないか点検しでくださし、。 


♦巧漏れびある場さは、お質い巧めの販売巧に修理を巧おしでください。 


圓曰常の点巧•手入れ 

点検‘ま入れは、消乂模ストーフカ叶分帯えでか6、魁す電源プラグをコンたントから抜しでおこなってください。 

藝 ♦電気部品の分輯や巿販品との交換は絕巧にしないで < ださい。 

— 参燃お部の分解は絶规こしないでください。 


し巧。 

〇 な加《0 

た続いさ 
っ接さだ 
入のだ< 
か暂くで 
物気でし 
異排め頼 
〇 、か依 
たは確を 
。っきか換 
すく とい交 
まつるなに 
しをけレ应 
こ巣。巧で売 
おび S りし販 
をちさ取損の 
焼くだび破め 
燃、く再がお 
をしで、グい 
完検しでン買 
不点除しリお 
、ず掃外〇、 
と必すりるは 
るは必巧あ含 
まに、度で場 
つめは-んた- 
びのきをこい 
筒ンと筒めで 
気ブる気はし 
が-いがに摸 
給シでお部破 I 














莖交換器の点検 (1 シーズン 1 〜 2 回）お買い求めの販売店に依頼してくだをい。 


熱交換器の內部にすすび異萬にたまると、不完全燃烧の原因になりまず。 

巧お^し出# き) びおこった揚 含には、パ— ナの 点検と あわせ 


温風吹出□の掃除(週1回) 


>本|本や温風欧出□のちれは、本化か’ちえでから、しめらせたやわらかい 
巧で/をぎ取つでください。 


♦しつこいちれはか性洗剤を使巧し、十分からぶきしでください。 
♦溫風の出□羽根を曲げたり、変おさせないようにを意してください: 



巧流用送風機の掃除(週1回拟上) 


け^流巧送風機は週1回!^上掃臨しでください。 

対流巧送風機の巧ードにほこりか•たまると、音か•大きくな つで 温風量か*かなくなり、暖房出たか•低下すると 
同時に、ス I ブ内の温度び異常に高くなつで、過熱防让装置(まをサーモスタット)が作動する島含びあり 
ます。 

1適間に1回が上は、次の手順に従って対流巧送風機を取りがしで掃陈をしでください。 


■对流用送風機のがしかた 

1. 運乾を厚止しが流巧を風機びとまっていることを確認して<ださい, 

2. 背面カノ X — (上)を固定している化巧ビスをとって巧してください。 

3. 巧流巧を風おのリード綜プラグを巧いでください。 

ん媒ねじを巧しでから、巧流巧送風機ををにおけなびら上方へ引き出 
しでください。 

5•掃お港などでモータ、況根、ガードについたほこ0を取0ないでく 
ださい。 


化巧ビス 



巧习根を巧げたり、変おさせないよラにをちしでください。 


プラグを巧く 


I 巧流用送風機の取り付けかた 


織送風機を外したときと逆の順岳で、ちとどおりに取り抑，でく 


•このとぎ、巧流巧送風機の下側の If ムの部分をプラスチックの溝に 
はめこんでください。 



はめ么む 


地震などの災喜が発生したときの点検 


地震などの災害か‘発生し、製記に振動や衝撃が加わったときは、運輯前に魁す次の点検をおこなって < ださい, 

♦給排気商周0のがれ、漏れの確認 

点検で異常か’みつかつた揚含お;、お買い求めの販売店に修理をの頼しでください。 




長期間ご使頂にな0ますと、器具の点検び必要です。 

♦ 2 年に1回程度、シーブン終3棲などにお買い求めの販売ち又は、修理資格普〔(廚）曰本5油燃焼機器保守協蓋 
(TEL 03-3499- 292のでおこなう技術管理講習含修3者（石油機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼され 
ることをおすすめします。 


愛情点検 


EMM—■ 


ご使用中止 


故障や事巧の肪比のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳じいことは販売店にご 
ホ目談ください。 























■旣ミミ uafliu 


I •ぶ teFiiEiroiS 拓 


圓 圓圓國 I 

目拓 呂田 田 F 

11111国目昌 

^MMiW 

一 H ■里™ 

D ■■■ 田 ■ 



■ 

部品交換のときの注意 


消耗莫化しやずい部品（交換が赵要な部品) 
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♦気化简 •電磁ポンプ 


•バーナヘツドリング ♦電極 •フレーム n ッ 


巧^不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必夏な場舍には、お買い求めの販売巧交は、修理資格者 
〔(財)曰本石油燃焼機器保守協舍でおこなラ技術管理講習ミ修了普(石油機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談くだちい。 

部品巧換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 


部品交換のしかた 


排気管の接続部および巧気管巧け檢知巧 U — 
ド線の接続部の巧 ns * ないか点検し' 巧れで 
いたら正しく接続する 


E 0 


排気管樹诚巧装置の柜動 


窓をあけ' が屋の換気をする 


EC 


室温異萬上昇巧と装置の柜動 


水平器によ0水平に設屋する 


水平に設黃されでいない 


-接続する 


確実 


E ? が 


拾気ホースががれでいる 


良質の巧巧と入れかえる 


f が V 


不良口巧を度巧しでいる 


障害物を取りなく 




面のホ□がふさか’れでいる 




販売店に核理をの巧する 


空源コードの節お 




掃おをずる 




おおつでいるちのを巧0なく 




治が巧话の免度がおおわれでいる 




接病窗巧に正しく巧0巧ける 


がを爸の接続部にスキ7がちる 




「巧疫などの巧害び発生したときのなを J 
(13* 10ぺージ)の点ち巧 g を居巧し、運窗 
スイツチを巧しなおし、再な义する 


E 9 


貧い巧巧びちつたまたは' ストーブじ衝巧を 
きえた 


苗びり3度巧な下にする 


迪長3 


がる菅のお宮か‘長すぎる 


括め度す(姫巧巧に涅篇しち涅しでをらラ) 


逐済バイブの巧ナツトがなまつでいない 


な洩する 


拾巧タンクにな巧力、*ない 


ほ巧されるまでちご 


SB 


お巧。である 


空源ブラブびコンたントにきしこまれでいなし、 


—を巧 


巧の表にちとブいで、ちラー度お描かめください。 

処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買いずめの巧壳店にご巧鼓ください。 


が気温び巧くなると、排気ガス中に含まれでいる化おびお括しでか累気になるためで. 
臭萬燃烧による白煙ではちりません。 


給が気筒の先おから運続的に白煙び出る。 


爸巧タンクから固定タンクのちに巧巧が流出するときの音で異常ではありません。 


という旨力巧る。 


異篱ではち0ません。 


炎のかこ黄色し、巧び混じる。 


炎に熱せられで赤、熱するためです。 
異常ではありません。 


な义ブラヴ-フレーム□ツド.バーナヘッドがホく 
なる。 


消火しでち溫風び出でいる。 


不快なち風を出さないためで、本な巧部が暖まると温風が白動のにのぎ出でぎます。 
本巧两部がを幻]するまでち凰を継続します。 


点义しでちすぐ温風び出ない。 


ホ:巧巧部力巧 ft にぶり膨張、収縮ずるためです。異常ではありません。 


燃焼開始時や消义をに「ビチ.ピチ J という音がする。 


石油ガス化方式のため、を熱時間力<約3分必要です。 
(予熱時商は室温によりぎか変化します。 


すぐに点火しない。 


固定タンクにな巧びみたちれるまで4〜5分位待って点义操巧をしでください。 

りより、聊着火しないことがあります。2〜3◎点火 


ネリめで使巧ずるときや、シープンネリめのの使用時に 
1回で着义しない。 


耐熱塞おやほこりなど丈ド焼けるためです。しばらく窓をあけで換気しでください。 


巧)めて使ちずるとき.煙やにおいが出る。 


國故障-異常の見分け方と処置方法 

巧のような現まは巧障ではありません。 

•修理をの頼される前にちラー度お握かめください。 



愛で燃える 


巧び大きく 
ならない 


油巧れび— 


燃焼時 


点义時•消义時 























































B 保管(長期間使用しない場合） 

シーブンオフや長期間使巧しないときは、次の雲領でま入れをおこない保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いてください。 

♦ IA 注意 I 長期間使巧しないときは、電源プラグを巧いでください。 

2.給油タンクを取り出し、給なタンク巧のな巧をすべで抜ま取ってください。 

♦中に水分やごみが残ったままにしでおきますと、給油タンクび腐貪する原因になります。 

3•背面カバー(上） • 巧流巧送風機をかし、泪根とガードのほこりを掃除機などで取0陈いてくだ 

—さい。 （屆^ 10 ぺージ） 

4•オイルフィルターを取り出し、巧属のスボイトで固定タンク巧の巧油やがを巧ぎ取り的部をき 
れいにしでください。 

♦オイルフィルターは、灯ミ由ですすぎ洗いしでください。 （13^9 ぺージ） 

5•本化をしめらせた巧でちれを 落しでから、からぶきしでください。 

6.ストーブはお巧けたまま保管しでください。 

♦温風の出□や幫面の対流巧送風機に傳こりなどか*たまらないよラカパーをかけでください。 

(別壳のず:体化粧カバーのご使巧をおすすめします。） 

♦どうしでち取り》ルで保管されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した揚前こ横倒しにしなしけラに保管してくださし、。 
参;タシーブンにお巧けをおこなラとぎには、必すお買い求めの販売底に巧頼しでください。 


♦取披説明蓄ち大切に保管しでください。 

圓仕樣 


型式の呼び 

FF -370 GY 

FF -450 GY 1 

種 類 

気化な-強制お排気お • 強制巧流お 

点义 ちな 

高狂放覃点乂式 

使 巧 ] 

お 料 

な油 （ J 吃1客な;巧） 

燃料消費运 

最大 

0.418 L/h 

0.499 L/h 

最ル 

0.195 L/h 

0.19日 L/h 

発熱量(入で） 

最大 

13,392 kJ/h 

16,020 kJ/h 

最ル 

6,264 kJ/h 

6,264 kJ/h 

熱効を 

W - 1 

坂 大 

86. 

6 % 

最か 

86. 

6 % 

暖房出力 

最大 

3.72 kW 

4.45 kW 

最小 

1.74 kW 

1.74 kW 

油タンク容量 

已 .OL 

標準適室 

温暖地 

木 造 16.5 がり 0 養)まで 

コンクリート 21.5 が (13 置)まで 

木 造20.0がリ2置)まで 

コンクリート2日.日 rrf り6置)まで 

暮冷地 

木 造16.日がり0置)まで 

コンクリート 26.5 nf り6畳)まで 

木 造20.0が (12 置)まで 

〕ンクリート 31. 5がり9昼)まで 

が あ寸を 

局さ 600 mm 喔 500 mm 巽巧: 324 mm (置台を含れ） 

質 量 

19 kg 

20 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 
已 0/60 H 2 

点火時最大 650 W /650 W 



給排気筒の型式の呼び 

QU 4-3 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁真逼部の孔淫 

675 mm 

排気 温度 


電琉.ヒュ-ズ' 

15 A 

ま：.全 装.置 

対震白劃消乂装置 • 点义まを装置’燃焼制御装置 • 停電をを装置.谓熱航1卜裝着 f 巧牟廿一子フ々、、/卜） 

その他の装置 

1 1 III 1 1 1 II .. 

巧 属 記 

給排気窗 t ット1 . 工事説明書1 . 本体固定を具2 . スポイト1 
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■o。。。] 105351 

巧巧モータ巧 H ボンブ 


园 

巧気官 
巧け爸巧 


回国国国臣司 ル墨/、 
ボット巧毎爸巧受を ヴーモ 
ヴーさスタ サ—モ 


»巧部 8P 


巧巧或 12P 


•タイグナイタ 


U |S_3 ls_£l 


も 靴姬 


保証について 


参このコ□ナ密閱な5巧ストーブには保証書力つい 
でいます。 r お買いあげ曰-販売店舍 J などの記 
入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、 
大切に保管しで < ださい。 

参保証巧間はお賈いぁげいただいた日から1年間です。 
参巧のよラな原因による故障および事故につぎまし 
では、保証の巧まになりませんので注意しでくだ 
さい。 

♦変質な巧や不純な巧など、またな巧な巧の燃料 
使巧による巧障や事故。 

• 誤った使巧ちまによる故障や事な。 


a 巧田 9P 



修理を依頼されるとさ 


参本書の r 巧障•異常の見分けちと処置ちま J ( c ^ 11ベージ）の項に従 
つで調べでち良くならないとさは、霉源ブラグを巧いでお買いホめの販 
黃店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連おください。 

•ご連をいただきたい巧客は巧の通りです。 

•品ち •お買いあげ曰 

• 型すの巧び ♦ な障が況（でさるだけ具せ的に） 

• ごを巧-ご巧ち.お電話备置 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間かであれば保証書 
の規定に従つで無料修理させでいただきます。 

♦ご不巧な点や慘理に関するご相談は、お買い求めの販扉店かおおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□にお問い含わせください。 


■保証期間が過ぎているときは 

参お買し巧 R めの販売店じごネ目談ください。修理じよって使南で言 
る製品につし、ではお客様のご要望により有料修理し、たしまず- . 

I 捕修用性能き B 品の保有期間 

•5 ミをストーブの捕修巧性能部品.（機能を維持ずるために化妻- 
な部品） のな有期間は製造巧ち切り後7 をです。：：. -- 


I 慢理に出されるときは 

♦輸送時や運搬時に給油タンク • 固定タンクのにな 
油び残ったままですと、傾きや振動でな巧びこぼ 
れることがありますので、必す巧を取って<ださし、。 
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据巧けじついては、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑華などまちの薑華か•あります。 

工事説明書の r ををのために必すお守りくださしりをお読みになり、販売店または据付け業きとよくご相談くださし、 
また、 r 標準据巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


!胃づけ例） 

〈正面〉 


〈測面> 

'//////////////mmrm 


东巧国定を具 
(巧属巧を） 




〈織惊筒の正面> 



据付け工事は販売店に依頼ずる 


据付け場所の選定および標準据付け例 


|H| 



■ImIBB 

Si んぶ 


給排気筒を延長ずる場食の注意 


積雪地区におけるミ主意 


据付け後の確認 


試遲閱 


60抑が上 


2•違馬（屆^ 6ぺージ） ^ 

運拓スイッチを巧しでください。 

♦電源ランプか’点滅し、約3か儀に着火し、着火後約1巧で対流巧送風機が回り温風び出まず。 

参炎のが態は青い炎の中にいくらかの黄色いお（，帝义）び混じってち異常ではありません。 

参巧めでお使いになるときは、耐熱蠢料などが庶けで煙とにおいび出ることがあります。窓をあけで部屋の換気をしでください。 

3.消义のま I 隔（原=6ぺ-ジ) : 

運乾スイッチを巧しをどしでください。 

•電源ランプ、室内温度表示は消なし、約6か後に本体内部がち巧すると、燃焼巧.灰 f 流巧送風機び停止します。 


試運處は、販売店または据巧け叢者とごいっしよに必すおこなってください。 

1•運乾準備0:^4 -5 ペ^ジ） 

①給油タンクに巧巧 ( J 旧1胃な巧）をお巧し、ストーブにじツトしで<ださい。 

⑤スト—ブ測面のが平器で、か平に設置されていることを確認してください。 

⑤ストーブの置台の上やち巧管の接鏡巧に、巧のたま0や巧漏れびないかおかめでください。 

④ 運乾スイツチび【停止）になっでいるかお話しでください。 

運範スイツチを〔運乾〕のまま電源プラグをコンじントに善しこむと、巧。び表示されます。 

この場さは、一旦違鼠スイツチを巧しちどしでください。 

⑤ 電源プラグをコンたントに差しこんでください。 

♦[] 么ミま意 I 電源プラグは、コンたントに根ちまでお実に差しこんでください。 


据付けか’終ねりましたら、ちラー度、工事説明書の r ま全のために必すお守りくださしりをお読みになり、工事説明 
書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでください。 


積雪か’多いがちでは、穫藝時に給が気筒び雪でふさか•れないよラな取巧場所を還定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度のい込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


給排気筒を延長する場含は、3 m 3巧びりが下で取り f すけられる場所を遺定しでください。 


お寸を9 


パ//""////パ///. 

巧面•スラブ面など 


据付けや移動工事は販売店または設置業者に巧頼しで、お客様ご自身ではおこなはないでください。 


振付け 


^繁叛 
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這间巿语ぎ区乗は惠 2-2-40 で81 2-0007 

福两巧淳多区東比惠2-2«4〇 〒812-0007 

がれ州巧ル含：!ヒ区愛き 2-6-4 〒如 3-0828 

庭巧島巧西上7-16-5 〒890-0034 

脂本巧尾ノ上卜 11-12 で 862-0913 

長時爲西按巧郡巧津の在原お浜迈 74-1 デ 851-2106 
客時巧巧島 3-59-2 デ 880-0032 

大分巧ミない 19-7 デ 870-0108 


TE しく092) 4 74-57 71 がま) 
TE しく 092)474— 6001如表 j 
TE しわ93 592— 861パげ表ミ 
TE しわ99 28卜1321巧表ミ 
TEL 096 367-736 りげ表ミ 
TELto 95)882-7710 ffig ) 
761(0985)29-1 680如表ミ 
TE しか9 7)523— 5161如表 


(092)474 —5775 
FAX れ 92)474-6414 
)93)592-8666 
)99)281-1252 
)96)369 —6323 
= AXto 95)882-7767 
: AX か 985)25— 0685 
FAX か 97)523-5162 


九州地区 


干 114-0003 
〒1 14-0003 
で 310-0852 

甲 262-0033 

テ 331-0 日11 
で 305-0 目61 

で 245.00 の 

で2が-00巧 

干 190-0034 
甲 190-0034 
宁 409-3 目66 
X 409-3866 

宁 370-0007 
甲 370-0007 
で 321-0933 
マ 321-0933 
T 373-0825 


TEL (03)3927— 115パげ表) 
TEL 03ミ391 1-11 31如表ミ 
TEL み 29 ) 24 卜 2172 ミげ表ミ 
TE り043ミ 274- 1121ミげ S 
TE しり48ミ65 1—1 231ミげ Sj 
TE しわ29お 39— 5325如為 

T 巨 L (045)852-4008 《げき 
1£1(045)852-4802 
TEU 042 j 531-6771 


TEL 027)361 -480がけち 
TEU 027 ミ363-日扣5如《 
了巨しゎ28ミ632-5105ミげ養 
TEL ミ02日[的 2- S 180 ks 
TEL (027 B )38-657 U«S 


離 f 

FAX ( 


1 03)3927-1160 
03)3927-1130 
029)241-4268 
043)274-1135 
048)651-6370 
029)836-1913 


■852-5540 

852-4818 

531-0496 

531-6776 

268-1569 

268-1571 



111 illrfiffl 


で 38 V 0022 T 巨し《026 221-5111 くげ S 
T 38 V 0022 TE し！026た21 -2304 如表 
T 944-0001 TE しミ02的 73—7 S 1 1接挟 
宁 399-0033 TEU 0263)26 -0051むち拓 


甲920ぶ027 TEL (076)260 -0567が 
T 920-0027 TE しか76^60-0038 
T 930-098 S TEL (076)444-0567 
甲918,8237 TEL (0776)23-0567 



FAX {0256)35-8519 
FAX (0256 j 32-2137 
FAX か25》お 6— 3313 
FAX か 26)221-0039 
FAX か26ミ221—1039 
PAX か 255)72- 5696 
FAX (0263)25-9961 

FAX の 76)260 -0775 
FAX か7が260-0738 
FAX か76ミか 14-06 り 
FAX れ 776 巧3-0580 


テ 455-0803 TEL (0 S 2)383-3330( 巧表) 
〒455-0803 TEU 052 ミ384-5670批表ミ 
干422-80% TEL (054)238-0005(« S ) 
T 500-8358 TE け) 58^68— 7555むち表》 
T 500-8358 了6し(058)276-9788ミげ表ミ 
デ5 14-081 9 T 巨。05が234—8471むち表) 
干 514-0819 TEL わ59 235— 2755^巧お 
T 410-0303 TE しミ055ミ 968-6210 ミげまミ 
でか 14-0007 TE した 564)25— 0275^け表; 


PAX (052)381-1266 
FAX り5封381—5244 
FAX (054)238-0006 
FAX わ5が268-7550 

FAX の59に 34— 8472 

FAX (055)968-6212 
FAX 沁 564)25— 1726 


デ 5 M -0044 TEL (06)6380-21 りが羡) 
甲564,0044 TEL (06)6386-5670( f^a 
〒760-0078 TEL り 87)835— *1711ミ代表; 
デ 612-8414 T 巨し (075)643-2002 ミげまミ 
デ 651-2133 TE しわ78ミ 922-2431 ミげ受ミ 
宁522,0024 TE しわ 749)24-6239 如表ミ 
T 620-0061 TEL (0773)22-0827( fta ) 


FAX の巧 6386-7262 
FAX りが的 86— 5588 
FAX り 87)835-0160 
FAX (075)643-0870 
FAX (078)922-2438 
FAX (0749)26-21 16 
FAX (0773)23-7592 


即鱗爲徵轉 

り 138)48 -6070ミ巧表5 


テ 003-0028 TE し （ 

〒〇 03-0875 TELC 
〒〇 41-0824 TEU 

デ 078-8262 TEL 0166)37 -お36むで表) 
テ 080-0022 TEL (0155)35-75180* eR ) 
デ 085-0038 下乱か54;24 - 419バ巧表 
〒〇 90-0064 TEU 0157)26 —2103ミ代表5 


FAXfOl 1)863-3154 
FAX (011)871-2000 
FAX か 38)48-6080 
FAX れ 166)37 — 233 S 
FAX <0155)3 S -7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX れ 157)26— 2107 


関東地区 


信越 • 
j ヒ陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


化海道地区 


沖縄地区 


巧巧営業巧宜致是巿を治巧738室！® 
シーサイド.バーク102 


〒901-2227 TE しの 98)897-5677 が受） FAX (098)897-5679 


72404002 


本巧•工場兰窠巿東新な 7-7 〒955-8510 

巧崎工場巧崎巿宝 IJ 2-58 〒945-0817 

長岡工場長岡巿下条の舊ノ浦1069で 940-1 14已 


TEL (0256)32-2 m (大巧豪） 
TEL (0257)23-51 75(代表） 
TEL (0258)22-2121 (巧勤 


なぶ含な 


中国地区 


〕□ナテクニカルサ—ビス(壁 
岡山含尝帯 


広居巧まほ南区巧宜 3-27-20 

11111 腫 I 5 E 二 


〒731-0138 TEL く 082)871-3310 が责) 
于 731-0138 TE しか82ミ 871— 3315如き) 
于700 -0976 TEL (086)243-7751 
で 683-0035 TEL り 859)33— 8157^ザ费 
〒7が-0882 TEL (0834 22-5567( ftSI ) 


FAX の 82)871 -3306 
FAX り82お7 1—0272 
FAX (086)243-7191 
FAX (0859)23-0709 
FAX (0834)22-5589 


育 巧 ま 店 
]ロナじントラルサ-ビス ㈱ 韶 
秋田営崇巧 
〕□巧2トラルサ-口附獅 
U 户含業戶斤 
化前営崇巧 
酉岡含装巧 
]日ナむトラルウ-ビス ㈱ 關 
化巧営業所 

仙 台ち 店 
畳巧コロナメンテナンス 
巧山営冀所 
コロナメンテナンス福冒 
(青)：)□ナメンテナンス含ま 
山お S ち巧 
コ□ナメンテナンス山お 
巧巧含冀巧 


育巧巧古お 1 T 有 12-38 
青巧巿ちお1了目 12-38 
が田巿泉中巧4 了目 4-18 
が田巿巧旧川=干刈1 09-1 
"戸巿売巧を売巧55 
化前巧田国 1-2-1 
監岡巧巧 2-1-42 
駐巧巧巧 2-1-42 
化巧巧水巧エ漠团巧4 了呂79 

仙台巿夏城巧区 a ノ出の1 -7-32 
地台巧客巧野区曰ノおの1-7-3】 
掛山巧巧坦 1-51-9 
巧山巧受再の荒なす据子巧 30* I 
含津着粒巧巧西町运スすれ2元 855-10 
山お巧ま青田 3-6-2 日 
山おお累奇田 3-6-2 日 
巧田巧括 BJ 1-183-1 


〒〇 30-0946 TEL の 17)742-8255( 代勤 
〒〇 30-0946 TEU 017)743— 2971(化動 
i リ9うお？ TEUO 18)864-5671( 巧黄 
- r 010-0 a 02 TE しの 18)864-5219( 巧勤 
〒〇 31-0073 TEL (0178)24-5289 リモ表） 
〒〇 36-8086 TEL の 172)28-3910( 巧き） 
テ g 蘇-お 23 TEL の 19 ) 622 - 4791 (巧ま） 
T 020-0823 TEL (019)604-0281(« S ) 
下 023-0002 T 巨 L ミ 0197)22—415 S (巧表） 

〒ミ旨 3-0035 TEU 022 に 35-3181( げ見 
で 983-0035 TE しの 22)783— 1791(巧を） 
干 963-8033 TEL の 24)93 日-224日(巧勤 
T 963-0111 TEU 024)947-465 がげ表） 

T 965-0843 TE し (0242)26— 32り(巧表5 
〒990-2423 TEU 023)642_3255( 巧表） 
デ 990-2423 T 巨 L (023)631-7381( 巧表） 
〒998-0103 TEL の 234)31— 0571(巧きミ 


FAX の 17)742— 8275 
FAX 《017)743-67 か 
FAX か 18)864-8 が8 
FAX (018)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX (0172)28-0191 
FAX (019)622— 5244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX (022 に 36-8 日 10 
FAX (022)783-1792 
FAX ゆ 24)938—3021 
FAX (024)946-7651 
FAX (0242)26-3216 
FAX (023)642-3254 
FAX (023)631-7391 
FAX (0234)31-0581 


r お客様ご相談窓口一覧表 I 

、 — ノ 

修理サービスや製品についでのごホ目談は磯種咨をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご贈営品などでお困りの揚含は、下記のお近くの窓 □ にご相談ください。 

ち称、所在地、電話番号は、変童する場ちか•友りますのでご了漂ください。 
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